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大
韓
民
国
第
一
八
代
大
統
領
、
朴パ

ク
・
ク
ネ

槿
恵
の
外
交
が
始

動
し
た
。
五
月
初
め
、
最
初
の
訪
問
先
、
ア
メ
リ
カ
で

韓
国
初
の
レ
デ
ィ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
歓
迎
さ
れ
た
。

米
韓
同
盟
六
〇
周
年
を
記
念
し
て
両
首
脳
は
共
同
宣
言

を
発
表
し
、
同
盟
の
結
束
を
確
認
し
た
。
北
朝
鮮
へ
の

対
応
ぶ
り
を
み
て
ア
メ
リ
カ
メ
デ
ィ
ア
は
朴
槿
恵
を
イ

ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
に
例
え
、「
ア
ジ
ア
の
鉄

の
女
」
と
評
し
た
。
記
念
す
べ
き
ア
メ
リ
カ
議
会
演
説

で
議
員
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
首
脳
外
交
と
し
て
は
お
お

む
ね
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
あ
る
。
五
年
間
の
任
期
の
な
か
で
、
朴
大
統

領
は
何
に
重
点
を
お
く
の
か
。
今
回
の
訪
米
は
新
政
権

の
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
信
す
る
最
初
の
舞
台
で
あ
り
、

朴
外
交
の
基
調
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

そ
の
特
徴
は
ま
ず
、
米
韓
同
盟
は
依
然
と
し
て
韓
国

の
対
外
政
策
の
基
軸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朴

政
権
は
、
前
李イ

・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
政
権
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
リ
ア
」

の
成
果
を
継
承
し
、
米
韓
同
盟
を
二
一
世
紀
「
包
括
的

戦
略
同
盟
」
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
米
韓
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）、
核
不
拡
散
、
平
和
構
築
、
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
な
ど
の
拡
充
を
確
認
し
た
。
韓
国
は

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
参
加
を
表

明
し
て
い
な
い
が
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

共
通
市
場
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
な
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
の
一

環
と
し
て
（
難
航
し
て
い
る
）
米
韓
原
子
力
協
定
改
定

も
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
朴
槿
恵

大
統
領
自
身
の
最
大
の
関
心
は
朝
鮮
半
島
と
周
辺
地
域

（
北
東
ア
ジ
ア
）
の
平
和
と
安
定
で
あ
る
。「
グ
ロ
ー
バ

ル
」
に
傾
き
す
ぎ
た
李
明
博
外
交
の
歪
み
を
直
し
、
韓

国
を
取
り
巻
く
地
域
の
安
定
に
重
点
を
お
く
。
朴
槿
恵

外
交
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
信
頼
外
交
（T

ru
stp
o
litik

）」

で
あ
る
。
今
回
の
訪
米
で
「
信
頼
」
を
確
認
し
た
米
韓

同
盟
を
土
台
に
、「
韓
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
東

北
ア
ジ
ア
平
和
・
協
力
構
想
」（
ソ
ウ
ル
・
プ
ロ
セ
ス
）

を
通
し
て
、
韓
国
が
外
交
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
も
ど

し
、
南
北
朝
鮮
な
ら
び
に
北
東
ア
ジ
ア
の
信
頼
醸
成
・

信
頼
構
築
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
東
北
ア
ジ
ア
平
和
・
協
力
構
想
」
に
は
中
国
と
日

本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
朴
大
統
領

は
米
議
会
演
説
で
「
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
矛
盾
）」

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
経
済
的
相
互
依
存

は
深
化
し
て
い
る
が
、「
歴
史
を
め
ぐ
る
差
異
は
拡
大
」

し
、
政
治
・
外
交
協
力
は
「
後
退
」
し
て
い
る
。
こ
の

「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
い
か
に
マ
ネ
ー
ジ
す
る
か
が
ア

ジ
ア
の
新
秩
序
を
左
右
す
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
を
含
む
「
北
東
ア
ジ
ア
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
、

環
境
、
災
害
救
援
、
原
子
力
安
全
、
対
テ
ロ
対
策
な
ど

「
ソ
フ
ト
な
問
題
」
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
多
国
間
対
話
プ

ロ
セ
ス
を
進
め
た
い
と
提
案
し
た
。
当
然
、
日
中
韓
三

国
協
力
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
日
中
、
日
韓
の
不

和
の
た
め
、
五
月
の
環
境
大
臣
会
合
（
福
岡
）
は
実
施

さ
れ
た
も
の
の
、
首
脳
会
談
（
ソ
ウ
ル
）
は
延
期
さ
れ

た
。
し
か
し
ソ
フ
ト
な
問
題
だ
け
で
済
ま
な
い
の
が
北

東
ア
ジ
ア
で
あ
る
。北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
な
ど
ハ
ー

ド
な
問
題
へ
の
対
応
は
急
務
で
あ
る
。

　

朴
大
統
領
の
首
脳
外
交
の
次
の
焦
点
は
訪
中
、
そ
し

て
韓
中
関
係
の
格
上
げ
で
あ
る
。
朴
政
権
は
韓
米
中
戦

略
対
話
の
実
現
を
め
ざ
し
、
戦
略
的
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

の
強
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
日
韓
首
脳
会

談
の
目
処
は
た
た
ず
、
日
韓
関
係
の
漂
流
は
続
く
。
日

韓
ひ
い
て
は
日
米
韓
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま

ず
は
日
韓
首
脳
の
「
信
頼
」
回
復
の
た
め
に
双
方
の
対

話
と
歩
み
寄
り
が
必
要
で
あ
る
。
日
韓
協
力
の
土
台
と

な
る
価
値
観
の
共
有
、
歴
史
認
識
の
共
有
は
欠
か
せ
な

い
。
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